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標
準
営
業
約
款
制
度
「
Ｓ

マ
ー
ク
」
を
ご
存
じ
で
す

か
！

　
標
準
営
業
約
款
制
度
は
、
法
律

で
定
め
ら
れ
た
消
費
者
（
利
用

者
）
擁
護
に
資
す
る
た
め
の
制
度

で
す
。

　
厚
生
労
働
大
臣
認
可
の
標
準
約

款
制
度
に
従
っ
て
営
業
す
る
こ
と

を
登
録
し
た
「
理
容
店
」
、
「
美

容
店
」
、
「
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

店
」
、
「
め
ん
類
飲
食
店
」
、

「
一
般
飲
食
店
」
で
は
、
店
頭
に

Ｓ
マ
ー
ク
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
こ

の
Ｓ
マ
ー
ク
を
店
頭
に
表
示
し
て

い
る
お
店
な
ら
安
心
、
安
全
、
衛

生
が
保
証
さ
れ
、
皆
さ
ん
の
信
頼

で
き
る
お
店
選
び
の
大
き
な
目
安

と
な
り
ま
す
。
ま
た
万
一
の
場

合
、
事
故
賠
償
基
準
に
基
づ
い
た

補
償
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

●
問
合
せ
　
山
口
県
生
活
衛
生
営

業
指
導
セ
ン
タ
ー
０
８
３(

９
２

８)

７
５
１
２

消
費
生
活
研
修
会

●
日
時
　
11
月
18
日
　
10
時
〜
12

時
10
分

●
場
所
　
光
井
公
民
館
１
階
ホ
ー

ル
（
光
井
２
丁
目
28
番
１
号
）

●
内
容
　
１
部
…
講
演
「
健
康
食

品
の
基
礎
知
識
」
／
２
部
…
草
笛

演
奏
会

●
対
象
者
　
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す

●
共
催
　
光
市
消
費
者
の
会

●
問
合
せ
　
環
境
保
全
課
市
民
相

談
係
０
８
３
３(

７
２)

１
４
０
０

年
末
調
整
説
明
会

●
日
時
　
11
月
15
日
　
14
時
〜
16

時●
場
所
　
市
民
ホ
ー
ル

●
内
容
　
年
末
調
整
の
仕
方
ほ
か

※
今
年
度
以
降
は
、
従
来
の
ハ
ガ

キ
に
よ
る
案
内
は
行
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
説
明
会
当
日
配
布
し
て
い

ま
し
た
関
係
書
類
は
、
事
前
に
郵

送
に
よ
り
お
届
け
し
ま
す
の
で
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
当
日
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

※
旧
大
和
地
区
で
の
説
明
会
は
開

催
し
ま
せ
ん
の
で
、
右
記
会
場
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
　
光
税
務
署
０
８
３
３

(

７
１)

０
１
６
６

平成17年

秋季全国火災予防運動
（11月9日～15日）

総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

　
厳
し
い
雇
用
情
勢
や
雇
用
形
態

の
変
化
に
伴
っ
て
、
解
雇
や
賃
金

引
下
げ
な
ど
の
労
働
条
件
引
下

げ
、
職
場
内
に
お
け
る
い
じ
め
や

嫌
が
ら
せ
な
ど
に
関
す
る
ト
ラ
ブ

ル
で
お
困
り
の
皆
さ
ん
に
、
山
口

労
働
局
で
は
総
合
労
働
相
談
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
、
専
門
の
相
談
員
を

配
置
し
て
い
ま
す
。
相
談
に
は
費

用
は
か
か
り
ま
せ
ん
の
で
、
ぜ
ひ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
徳
山
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

（
徳
山
労
働
基
準
監
督
署
内
）

０
８
３
４(

２
１)

１
７
８
８

◎
下
松
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

（
下
松
労
働
基
準
監
督
署
内
）
　

０
８
３
３(

４
１)

１
７
８
０

職
業
生
活
設
計
セ
ミ
ナ
ー

●
日
時
　
11
月
29
日
　
13
時
30
分

〜
15
時
30
分

●
場
所
　
ス
タ
ー
ピ
ア
く
だ
ま
つ

●
対
象
　
中
高
年
齢
者
ま
た
は
就

業
支
援
を
行
う
事
業
主

●
定
員
　
30
人
（
先
着
順
）

●
問
合
せ
　
山
口
県
雇
用
開
発
協

会
０
８
３(

９
２
４)

６
７
４
９

10
月
は
薬
物
お
よ
び
銃
器

取
締
強
化
期
間

●
実
施
内
容
　
税
関
で
は
、
不
正

薬
物
や
銃
器
な
ど
の
社
会
悪
物
品

の
密
輸
摘
発
を
最
重
要
課
題
の
一

つ
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
覚
せ
い
剤
、
け
ん
銃
な
ど
の
密

輸
に
関
す
る
『
不
審
な
話
』
や

『
う
わ
さ
』
を
耳
に
し
た
ら
、
ど

ん
な
さ
さ
い
な
こ
と
で
も
、
税
関

へ
ぜ
ひ
ご
一
報
く
だ
さ
い
。
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
連
絡
先
　
門
司
税
関
密
輸
ダ
イ

ヤ
ル
（
24
時
間
受
付
）
０
１
２
０

(

４
６
１)

９
６
１

●
問
合
せ
　
徳
山
税
関
支
署
光
出

張
所
０
８
３
３(

７
１)

１
３
５
４

　
イ
ノ
シ
シ
・
サ
ル
に
よ
る
農
作

物
へ
の
被
害
を
防
ぐ
た
め
、
銃

器
・
わ
な
に
よ
る
イ
ノ
シ
シ
・
サ

ル
の
捕
獲
を
実
施
し
ま
す
。
捕
獲

は
、
市
の
許
可
を
受
け
た
光
市
有

害
鳥
獣
捕
獲
隊
の
皆
さ
ん
が
行
い

ま
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
の
う

え
、
事
故
防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

　
ま
た
、
わ
な
の
設
置
場
所
付
近

に
は
看
板
が
あ
り
ま
す
の
で
、
気

を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

●
捕
獲
期
間
　
11
月
６
日
〜
平
成

18
年
２
月
５
日

●
捕
獲
区
域
　
イ
ノ
シ
シ
は
市
内

の
鳥
獣
保
護
区
、
休
猟
区
、
銃
猟

禁
止
区
域
（
一
部
の
保
護
区
な
ど

で
は
実
施
し
ま
せ
ん
）
。
サ
ル
は

岩
田
・
三
輪
・
塩
田
・
束
荷
・
岩

田
立
野
地
区
。

●
問
合
せ
　
水
産
林
業
課
林
務
係

イ
ノ
シ
シ
・
サ
ル
捕
獲
の

銃
器
・
わ
な
に
注
意

０
８
３
３(

７
２)

１
４
０
０

狩
猟
事
故
を
な
く
そ
う
！

　
11
月
15
日
か
ら
来
年
２
月
15
日

ま
で
の
間
は
狩
猟
期
間
で
す
。
イ

ノ
シ
シ
と
シ
カ
の
捕
獲
を
目
的
と

し
た
狩
猟
に
限
り
、
狩
猟
期
間
が

延
長
さ
れ
、
11
月
１
日
か
ら
２
月

末
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
シ
カ
の
捕
獲
を
目
的
と
し
た

狩
猟
期
間
の
延
長
は
県
内
の
一
部

の
地
域
に
限
ら
れ
ま
す
。
ハ
ン

タ
ー
の
皆
さ
ん
は
ル
ー
ル
と
マ

ナ
ー
を
守
り
、
無
事
故
・
無
違
反

で
安
全
な
狩
猟
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

　
ま
た
、
作
業
な
ど
で
山
へ
お
出

か
け
の
と
き
は
、
目
立
つ
色
合
い

の
服
装
を
す
る
、
ラ
ジ
オ
を
持
参

し
て
音
を
出
し
な
が
ら
作
業
を
す

る
な
ど
し
て
、
鳥
獣
な
ど
と
間
違

わ
れ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
ま

し
ょ
う
。
わ
な
の
架
設
場
所
付
近

に
は
、
表
示
板
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
　
山
口
県
周
南
農
林
事

務
所
森
林
活
用
課
０
８
３
４(

３

３)

６
４
６
１
／
光
警
察
署
生
活

安
全
課
０
８
３
３(

７
２)

０
１
１

０
／
水
産
林
業
課
０
８
３
３(

７

２)

１
４
０
０

　
新
「
光
市
」
発
足
前
の
旧
大
和

町
に
お
け
る
町
制
施
行
60
周
年
記

念
事
業
と
し
て
企
画
し
た
「
大
和

町
史
　
第
２
巻
（
現
代
編
）
」

が
、
こ
の
ほ
ど
多
く
の
方
々
の
ご

協
力
に
よ
り
発
刊
し
ま
し
た
。

　
こ
の
「
大
和
町
史
　
第
２
巻

（
現
代
編
）
」
は
、
昭
和
58
年
10

月
に
発
刊
し
た
「
大
和
町
史
」
の

後
を
受
け
て
、
昭
和
58
年
か
ら
合

併
に
よ
る
新
市
の
誕
生
ま
で
の
、

大
和
町
史
　
第
２
巻
（
現

代
編
）
を
発
刊

お
お
む
ね
21
年
間
に
わ
た
る
旧
大

和
町
の
記
録
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。

　
有
料
で
頒
布
し
ま
す
の
で
、
お

早
め
に
お
求
め
く
だ
さ
い
。

◎
仕
様
体
裁
　
Ａ
５
判
　
上
製

本
、
布
ク
ロ
ス
、
金
箔
押
し
、
ビ

ニ
ー
ル
片
袖
カ
バ
ー
付
、
ク
ラ
フ

ト
合
紙
ケ
ー
ス
入
り
、
本
文
１
３

０
ペ
ー
ジ

◎
頒
布
価
格
　
１
０
０
０
円

◎
頒
布
場
所
　
教
育
委
員
会
　
生

涯
学
習
課
／
大
和
支
所
庶
務
課

●
問
合
せ
　
教
育
委
員
会
　
生
涯

学
習
課
０
８
３
３(

７
４)

３
６
０

４

旅
券
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）
の

申
請
書
が
変
わ
り
ま
す

　
旅
券
法
改
正
に
よ
り
12
月
10
日

か
ら
旅
券
申
請
に
係
る
各
様
式
が

変
わ
り
ま
す
。
新
様
式
は
旅
券
セ

ン
タ
ー
な
ど
申
請
受
付
窓
口
、
県

総
合
庁
舎
お
よ
び
市
町
村
の
関
係

窓
口
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
申
請
お
よ
び
新
様
式
に
関
す
る

ご
質
問
は
、
旅
券
セ
ン
タ
ー
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
　
旅
券
セ
ン
タ
ー
０
８

３(

９
３
３)

２
３
５
２

「あなたです
火のあるくらしの　見はり役」

め
、
急
増
す
る
児
童
虐
待
問
題
に

対
す
る
社
会
的
関
心
を
喚
起
す
る

た
め
、
集
中
的
な
広
報
・
啓
発
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
児
童
虐
待
の
防
止
に
は
、
皆
さ

ん
の
理
解
と
関
心
が
必
要
不
可
欠

で
す
。
児
童
虐
待
を
見
つ
け
た

ら
、
気
付
い
た
ら
、
余
計
な
お
世

話
と
考
え
ず
に
、
左
記
の
機
関
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
情
報
源
の
秘
密
に
つ
い
て
は
守

ら
れ
ま
す
。

●
連
絡
先
　
周
南
児
童
相
談
所
０

８
３
４(

２
１)

０
５
５
４
／
社
会

課
児
童
家
庭
係
０
８
３
３(

７
４)

３
０
０
５

標準営業約款（Ｓマーク）

　秋から冬にかけ
ては、暖房器具や
たき火など火気を
使う機会が多くな
り、空気が乾燥す
る日が続き、火災
が発生しやすい時季になります。
こうした時季を迎えるに当たって、一人ひとりが火
災予防の意識を高め、火災の発生を防ぐために、
「秋の火災予防運動」が全国一斉に展開されます。
　光市においても、運動初日の11月9日7時から1
分間サイレンを鳴らして市民の皆さんの火災予防
意識を喚起します。

①住宅防火対策の推進
②放火火災予防対策の推進
③林野火災防止対策の徹底
④地域における防火安全体制の充実
⑤特定防火対象物における防火安全対策の徹底

①寝たばこは、絶対やめる。
②ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使
用する。
③ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を
消す。
●問合せ　光地区消防組合消防本部予防課0833
(74)5602

【運動期間中の重点項目】

【住宅火災防止のポイント】

11
月
は
全
国
青
少
年

　
健
全
育
成

強
調
月
間
で
す

「
地
域
で
育
て
よ
う

　
心
豊
か
で
　
た
く
ま
し
い

　
青
少
年
」

　
大
人
が
社
会
の
基
本
ル
ー
ル

を
守
り
、
子
ど
も
の
手
本
と
な

る
こ
と
に
努
め
、
「
地
域
の
子

ど
も
は
地
域
で
育
て
る
」
と
い

う
気
運
を
高
め
ま
し
ょ
う

●
問
合
せ
　
青
少
年
セ
ン
タ
ー

０
８
３
３(

７
２)

２
２
４
５


